


4　解析結果

　図４に関西電力管内における系統電力の受電端時刻別

一次エネルギー消費原単位の年推移 ( 震災後 (2011 年

度 )) を示す。時刻別一次エネルギー消費原単位は電力

供給量の比較的少ない中間期及び休日に小さく、電力供

給量の比較的多い冬季・夏季及び平日に大きくなる。

　図５に関西電力管内における各ピーク日の系統電力の

受電端時刻別一次エネルギー消費原単位の日推移 (震災

後 (2011 年度 )) を示す。震災後各ピーク日の受電端時

刻別一次エネルギー消費原単位は火力発電所平均値と比

較して、夏季では最大 2.82[MJ/kWh]( 夜間 )、2.39[MJ/

kWh]( 昼間 )、冬季では最大 2.44[MJ/kWh]( 夜間 )、

2.27[MJ/kWh]( 昼間 )少なくなる。

　図６に火力発電所平均値、一般電気事業者９社の震災

前後における全電源平均値及び時刻別一次エネルギー消

費原単位 ( 年平均値 )※７を示す。９電力会社における全

電源平均値及び時刻別一次エネルギー消費原単位 ( 年平

均値 )は震災前後で 1.5 ～４[MJ/kWh] 程度増加する。こ

れは原子力発電が停止し、相対的に一次エネルギー消費

原単位の大きい石油系汽力発電の稼働率が増えた為と考

えられる。各一般電気事業者において系統電力全体の一

次エネルギー消費量を一時間毎に解析を行う場合は、火

力平均値及び全電源平均値と比較して、時刻別一次エネ

ルギー消費原単位を用いる方が妥当であると考えられる。

5　まとめ

①関西電力管内では、震災前後において火力発電が全体の電

　力構成に占める比率は29.8％から81.4％に増加している。

②９電力会社における一次エネルギー消費原単位は震災

　前後で 1.5 ～４[MJ/kWh] 程度増加する。

③一次エネルギー消費量を一時間毎に解析を行う場合、   

　時刻別一次エネルギー消費原単位を用いる方が妥当で

　あると考えられる。
※１　年間に火力発電所が発電に使用する燃料消費量を火力発電の総発電量で
　　　除した値。
※２　年間に火力発電所が発電に使用する燃料消費量を全電源の総発電量で除
　　　した値。
※３　電気事業連合会が年度毎に公表している値を基に見込んでいる。
※４　電気事業法により一般 (不特定多数 )の需要に応じて電気を供給する者。
　　　現在は北海道電力、東北電力、東京電力、中部電力、北陸電力、関西電力、
　　　中国電力、四国電力、九州電力、沖縄電力の計 10 電力会社が該当する。
※５　関西電力管内の最大電力供給量発生日 (震災前ピーク日 )
　　　　冬季 :2011 年２月 14 日 16、17 時…2665 万 kW, 夏季 :2010 年８月 19 日
　　　　14 時 3095 万 kW
　　　関西電力管内の最大電力供給量発生日 (震災後ピーク日 )
　　　　冬季 :2012 年２月２日 18 時…2578 万 kW, 夏季 :2011 年８月９日 14 時
　　　　2784 万 kW
※６　水力発電及び原子力発電の発電端一次エネルギー消費原単位は０[MJ/
　　　kWh] としている。
※７　時刻別一次エネルギー消費原単位の年平均値は、各時刻における時刻別
　　　一次エネルギー消費原単位をその時刻における電力供給実績値により加
　　　重平均して年平均値を求めている。
※８　該当年度の電力供給量実績値が未公表の為、時刻別一次エネルギー消費原
　　　単位は算出できない。
１)   電気事業連合会 :電力統計情報 (http://www.fepc.or.jp/index.html)
２)  経済産業省 : 資源エネルギー庁 (http://www.enecho.meti.go.jp/info/
      statistics/denryoku/result-2.htm)
３)  一般財団法人電力土木技術協会 : 水力発電所データベース (http://www.
      jepoc.or.jp/hydro/)
４)  田中俊六 : 温対法と省エネの原単位問題 ｢ 全電源平均 ｣ と ｢ 火力平均 ｣、
      2007 年

図６　火力発電所平均値、一般電気事業者９社の全電源平均値
及び時刻別一次エネルギー消費原単位 (年平均値 )
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図４　受電端時刻別一次エネルギー消費原単位の年推移

(震災後 (2011 年度 )、関西電力 )
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図３　総電力供給量と受電端一次エネルギー消費原単位 (関西電力 )
電力供給量 [万 kWh]
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図５　受電端時刻別一次エネルギー消費原単位の日推移
(震災後 (2011 年度 )、冬季・夏季ピーク日、関西電力 )

受
電
端
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
原
単
位

[
M
J
/
k
W
h
]

[ 時 ]

7.16
6.95 6.84

7.16

7.76

7.91
7.7

7.91 7.91 8.05

7.64

6.95 6.64 6.55 6.64

7.58

8.24 8.24 8.24 8.24 8.24
7.91

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00

0:00 3:00 6:00 9:00 12:00 15:00 18:00 21:00

火力発電所平均値

全電源平均値

冬季ピーク日(2012/2/2)[MJ/kWh] 夏季ピーク日(2011/8/9)[MJ/kWh] 

火力発電所平均値 全電源平均値(2011年度)
9.97[MJ/kWh](昼間：8:00-22:00)             5.67[MJ/kWh]
9.28[MJ/kWh](夜間：22:00-8:00)

冬季ピーク日(2012/2/2)[MJ/kWh] 夏季ピーク日(2011/8/9)[MJ/kWh] 

火力発電所平均値 全電源平均値(2011年度)
9.97[MJ/kWh](昼間：8:00-22:00)             5.67[MJ/kWh]
9.28[MJ/kWh](夜間：22:00-8:00)

冬季ピーク日(2012/2/2)[MJ/kWh] 夏季ピーク日(2011/8/9)[MJ/kWh] 

火力発電所平均値 全電源平均値(2011年度)
9.97[MJ/kWh](昼間：8:00-22:00)             5.67[MJ/kWh]
9.28[MJ/kWh](夜間：22:00-8:00)
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※８ ※８

時刻別一次エネルギー消費原単位 全電源平均値(2011年度)
(2011年度)                                 5.67[MJ/kWh]
火力発電所平均値 火力発電所平均値
9.97[MJ/kWh](昼間：8:00-22:00) 9.28[MJ/kWh](夜間：22:00-8:00) 


